
令和５年度第１回健康創造都市KOBE推進会議 総会 

 

令和５年７月１０日(月)１３時３０分～１４時３５分 

オフライン会場：明治安田生命神戸ビル4階会議室 

オンライン開催：Zoom 

 

次 第 

 

１．開 会 

   

２．議 事 

（１）健康創造都市KOBE推進会議 取組み状況について（16分） 

  ① コンテンツ部会の取組み報告（株式会社江崎グリコ：８分） 

  ② 健康経営部会の取組み報告（明治安田生命保険相互会社：８分） 

 

（２）今年度以降の当会議の方向性等について（40分） 

  ① 推進会議の方向性及び提案について（事務局：10分） 

  ② 意見交換（30分） 

 

３．閉 会 

 

 

 

（配布資料） 

資料１ コンテンツ部会取組み報告について 

資料２ 健康経営部会取組み報告について 

資料３ 今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性等について 

 

参考資料 健康創造都市KOBE推進会議 参画企業・団体 



令和4年度コンテンツ部会活動報告

健康創造都市KOBE推進会議総会

2023年7月10日

1

【資料１】



報告内容

1．令和4年度コンテンツ部会開催実績

2．コンテンツ部会プロジェクト活動
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1．令和4年度コンテンツ部会開催実績

令和4年度は、3年度と同様に4回のコンテンツ部会全体会議を実施
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• 第1回 2022年6月30日 13:00-15:00

• 第2回 2022年9月27日 13:00-15:00

• 第3回 2022年12月22日 15:00-17:00

• 第4回 2023年3月22日 14:00-16:00



第1回 2022年6月30日 13:00-15:00 オンライン開催
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第2回 2022年9月27日 13:00-15:00 ハイブリッド開催
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第3回 2022年12月22日 15:00-17:00 ハイブリッド開催
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第4回 2023年3月22日 14:00-16:00 ハイブリッド開催



2．コンテンツ部会プロジェクト活動
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◆プロジェクト１ 神戸市民の健康リテラシーを向上させる活動
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◆プロジェクト１



10

◆プロジェクト２ 高齢者の介護予防のための活動
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◆プロジェクト２ 高齢者の介護予防のための活動
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◆プロジェクト３‐1 妊娠期から中高年までの栄養課題の改善のための活動
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◆プロジェクト３‐1 妊娠期から中高年までの栄養課題の改善のための活動
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◆プロジェクト３‐2 朝食欠食改善
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◆プロジェクト３‐2 朝食欠食改善

プロジェクト完了
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◆プロジェクト4 中高年から高齢者の認知機能向上のための活動
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◆プロジェクト4 中高年から高齢者の認知機能向上のための活動
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◆プロジェクト5 健康無関心層の行動変容を促進するための活動
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◆プロジェクト5 健康無関心層の行動変容を促進するための活動



健康経営部会報告資料

明治安田生命保険相互会社 神戸支社

健康創造都市ＫＯＢＥ推進会議 総会

2023年7月10日

資料２



部会構成、活動分野

• 43企業、団体が参画（2023年6月末現在）
• 「運営方針」に従い、下記3分野で活動

活動分野

① 「健康経営」を啓発する活動
（セミナー、情報発信）

② 「健康経営」に役立つサービス、
コンテンツを提供する活動

③ 「健康経営実践プロジェクトチー
ム」（任意組成）で、健康経営に
関する課題研究、検討・解決を
行なう活動

（運営方針）
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健康創造都市ＫＯＢＥ推進会議 健康経営部会運営方針

＜趣旨＞
神⼾市の企業・団体・事業所における健康経営の促進を⽀援し、市内経済の
活性化および健康的な魅力ある職場づくりを推進
・健康経営に取り組む企業・団体の好取組、課題等を共有
・健康経営未取組み企業・団体への健康経営の啓発
・健康経営を始める企業・団体へのメルクマークの提供
・健康経営優良法人の取得をサポート

＜組織＞
・部会⻑は、明治安⽥⽣命保険相互会社
・部会⻑は、部会⻑をサポートする協力団体を選定できる（２団体を⽬安）
・部会⻑および協力団体で、事務局を構成し、部会運営を推進する

＜具体的な活動内容＞
・神⼾市に事業所を有する企業・団体に「健康経営」を啓発する活動

例）健康経営に関するセミナー、情報発信など
・神⼾市に事業所を有する企業・団体に「健康経営」に役⽴つサービス、コ

ンテンツを提供する活動
例）MY CONDITION KOBE（事業所版）、各社が持つ健康経営サポート

ツール提供など
・部会内に検討テーマを持ったチーム（名称：「健康経営実践プロジェクト

チーム」）を作り、 健康経営に関する課題解決・各種研究の調査研究成果
の公表
例）任意の参加意思で、推進会議メンバー企業・団体またはテーマに関連

する他企業・団体 とともに研究調査を行い、その成果を発表する

以上
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健康経営部会 参画企業・団体 （2023年6⽉末現在）

参画企業・団体名
1 株式会社アシックス 23 株式会社ドクターミール
2 アシックス・スポーツコンプレックス株式会社 24 株式会社トータルブレインケア
3 味の素株式会社 大阪支社 25 日本イーライリリー株式会社 【副部会⻑】
4 株式会社ウエルネスサプライ 26 株式会社日本政策⾦融公庫 神⼾支店
5 江崎グリコ株式会社 27 阪急阪神ホールディングス株式会社
6 大阪ガス株式会社 28 公益社団法人 兵庫県看護協会
7 大塚製薬株式会社 29 フジッコ株式会社
8 川崎重工業株式会社 30 株式会社ヘルスプロモーション
9 全国健康保険協会（協会けんぽ） 兵庫支部 31 株式会社マルヤナギ小倉屋
10 神⼾市職員共済組合 32 明治安⽥⽣命保険相互会社神⼾支社 【部会⻑】
11 ⼀般社団法人 神⼾市薬剤師会 33 株式会社 Moff
12 神⼾商工会議所 34 ヤノ運動⽤品株式会社
13 株式会社神⼾新聞社 35 株式会社ラスイート
14 株式会社神⼾製鋼所 神⼾本社 36 株式会社リンクアンドコミュニケーション
15 株式会社神⼾ポートピアホテル 37 株式会社リンケージ
16 三育センター 38 和⽥興産株式会社
17 ＣＳＫ株式会社 39 認定NPO法人 コミュニティ・サポートセンター神⼾
18 株式会社JTB 神⼾支店 40 株式会社 パソナ
19 株式会社ジャパンフロントファーム 41 Zero Realize
20 株式会社スズケン神⼾支店 42 フロム・シェフ株式会社
21 ⽣活協同組合コープこうべ 商品検査センター 43 CoBe-Tech株式会社
22 TOA株式会社



前年度実施事項① 4

● 「健康経営」を啓発する活動（セミナー、情報発信）

• 部会メンバーから、健康経営を
中心とした情報を収集

• 原則毎月1回、KOBE推進会議
参画メンバーへ発信
（第11号まで発信）

メルマガ配信（2021年3月～）
2022年度

メルマガ 内容

第1号  「こうべ食フレ」サイトの案内

第2号  新型コロナウイルス感染と妊娠について

第3号  不妊症について

第4号  「依存症専門医師相談」について

第5号  精神保健福祉について

第6号  「こうべ健康経営会議2022」案内

第7号  渡辺隆史氏（スポーツ庁参事官）講演会
の案内（神⼾商工会議所主催）

第8号  「こうべ健康経営会議2022」開催報告

第9号
 「こうべ健康経営会議2022」の「動画アーカ

イブ」提供
 「がん対策セミナー」の案内（神⼾市共催）

第10号  梅毒について

第11号  「第5回企業交流運動会」開催報告
（神⼾商工会議所主催）

課題

情報提供いただく企業・団体に
偏り。少数の部会メンバーに留
まってしまった



前年度実施事項② 5

● 「健康経営」を啓発する活動（セミナー、情報発信）

• コロナ禍をふまえ、「実参加＋
オンライン」でのセミナー開催

• 約60名の参加者に対し、健康
経営に関する最新トレンドや部
会メンバー等の取組事例をお
届け

「こうべ健康経営会議2022」
（2022年12月2日開催）

課題
一方通行的な情報提供となっ
てしまい、企業交流機会創出
の視点が不足



前年度実施事項③ 6

●健康経営に関する課題研究、検討・解決を行なう活動

「健康経営実践プロジェクトチーム」 【日本イーライリリー】

• 神戸市・複数企業との意見交換を踏まえ
てリニューアル

• 誰でもカードゲームを用いたワークショップ
を簡単に行えるツール開発・公開

• 活動が認められ、複数のアワードを受賞

① 進⾏⽤スライドのダウンロード（PDF）
② 主催者向け ファシリテーターガイドのダウンロード（ノート付きPDF）
③ ストーリーカードの実施手順を紹介したアニメーション（4分30秒）
https://www.lilly.co.jp/news/stories/henzutoo/nextstep

課題
健康経営部会参画企業内でも、
まだ認知度が低い。

https://www.lilly.co.jp/news/stories/henzutoo/nextstep


2022年度 第1回健康経営部会

日時

開催
方法

7

2022年7月8日（金）14:00～15:30

会場開催（明治安田生命神戸支社会議室）
＋

オンライン開催

※部会メンバー16社、19名が参加

テーマ

 健康経営に関する取組状況や健康部会で
取り組んで欲しいこと

 健康経営に関する課題研究・実践
（日本イーライリリー株式会社による
「みえない多様性ワークショップ」の実践）



2022年度 第1回健康経営部会 8

●健康経営に関する取組状況

１．健康経営

優良法人の認

定を取得した

い, 
回答13

２．健康経営優良法人の認

定を取得したくない, 
回答0

３．健康経営優良法人の認

定に興味がない,
回答 0

４．今後の健康経営優良法人

の認定については分からな

い・決まっていない, 
回答6

問２：貴社では、今後、健康経営優良
法人の認定を取得したいですか？

１．健康経営優良法人認定

の申請を行ったことがない, 
回答4

２．健康経営優良法人認定

の申請は行ったが、認定さ

れたことがない,
回答 0

３．健康経営優良法人に認定され

たことがある, 
回答14

４．健康経営優良法人の申

請や認定については分から

ない・知らない,
回答 1

問１：貴社では、過去に健康経営優良法人に認定されましたか？



2022年度 第1回健康経営部会 9

●健康経営で困っていること、部会で取り組んで欲しいこと

健康経営と生産性やイノベーションの関係について明らかに
したい

毎年、健康経営度調査の内容が変わり、健康経営優良法人
の認定要件が変更すること（決まるのが直前であり、途中経
過を情報として取りにくい）

毎年の改訂内容による選択問題での回答方法・解釈

今回は、他のイベントと重複するため出席できませんが健康
経営優良法人について情報がほしいです

健康経営関連データの開示対象について。
（社内では取り纏めているデータを、どこまで開示するか）

テレビや新聞等のニュース記事やコーナーで、健康経営優良
法人の特集などがあれば、世間の認知向上に繋がり、企業
の取り組みとしての評価の1つになると思いました

健康経営部会に参画いただいている全企業が優良法人に認定され
るような仕組みづくりをしていきたい。例えば、健康経営優良法人に
関する知識レベルごとのクラス分けをして、それぞれにファシリテー
ターをたて、健康経営塾のようなものを開催するなど、少数のグルー
プ分けをしていくとコミュニケーションも取りやすく、協業にもつながる
のでは。
健康経営に取り組む企業が単体で動くのではなく、企業で連携して
いくことができたらありがたいです。中小企業が共同で定期健診のｵ
ﾌﾟｼｮﾝ健診や、運動の取り組みができたり、各企業が持っているソー
スをお互いに活用できればと思います。

各社でまねできる、またはコラボできる取り組みの共有や実施

健康経営優良法人を取得されている企業様の主な取り組み状況、
課題、解決策などを報告いただければ幸甚です。
参画企業様と情報交換し、各社互いの健康経営に役立つ取組みが
できればと思います。

社員に対する健康経営の認識方・啓蒙・浸透の手法

企業内の健康づくりのみではなく、関係する地域社会での健康づくり
に協働して取り組む等の新企画について検討会を持つなど、新しい
視点の企画を一緒に考えたい
2017年、2018年 健康経営をテーマに『企業交流リレーマラソン』を
開催しましたが、今後どうしていくか検討したい。
健康経営と生産性やイノベーションの関係について明らかにしたい
参加企業のみなさまとより良い関係を築き、神戸を盛り上げれる商
品企画に携わりたいです。

問３：今後の健康経営優良法人の認定につい
て、

懸念や分からない、困っている点

問４：今後、健康経営部会で取り組みたいことを
下記に記入してください。



2022年度 第1回健康経営部会 10

●健康経営に関する課題研究、検討・解決を行なう活動
目的 ：各社の健康経営推進にあたり、社内活用

できるツールを共有・学ぶ

ツール ：わかりづらい健康課題 『みえない多様性』

に優しい職場をつくる
–Inclusive Workplace Design Toolkit–

【参加者の感想（抜粋）】
 健康課題について考えたり、話す

きっかけになる
 人にはそれぞれ他者では想像できな

いような背景があることがわかった
 自分の職場でもやってみようと思った

 日本イーライリリーと神⼾市、複数企業との協働により開発

 健康課題に紐づく悩みや問題を共に考えるためのカードゲーム
（進⾏⽤スライド、カードすべて無料ダウンロード、ご利⽤可能）

 健康経営優良法人認定の調査票への貢献も 健康経営に資するツールの
理解を深め、参画企業間で
の交流もできた当日の様子がメディアにも

取り上げられました！
（7/15付神戸新聞朝刊）



今後の健康創造都市KOBE
推進会議の方向性等について

【資料３】

神戸市



現状についての課題

・神⼾経済同友会からの提⾔を踏まえ、全ての市⺠が健康になるまち「健康創造都市KOBE」をめざし、活
発な議論、提案を行い、実践につなげていくため、「健康創造都市KOBE推進会議」を平成29年７月に設⽴
した。
・本市より設⽴当初の時代背景に応じた５つの検討項⽬（短期⽬標）を提示させていただき、これまでの
６年間、こうべ健康経営会議やMCKをはじめ、各部会でそれぞれの検討項⽬に応じた取り組みを実施して
いただいてきたところである。
・一定の取り組みを進め、次のステージへ歩みを進めようとしていた矢先に、コロナ禍で交流の機会が減
少し、活動の停滞や推進会議の形骸化が余儀なくされた。
・市としても十分な関与ができておらず、今後の発展に対して危機感がある。
・コロナの5類感染症への移行、また「健康日本21（第３次）」で国からも新たな方向性が示され、この
機会に改めて「健康創造都市KOBE推進会議」を次のステージへ進め、活性化していきたいと考えている。
・神⼾市として、以下の通り提案し、皆様にも一から議論いただきたい。

【神戸市からの提案内容】

・神⼾市の現在の健康課題や国の「健康⽇本21（第３次）」に基づき
検討項目を統合・再編する。

・統合・再編にあたっては、項目数を絞るとともに、３か年計画とし、
重点的に取り組む。

・具体的に取り組むにあたっては、部会の枠を越えたワークショップを開催し、
検討項目に沿ってプロジェクトの再編および新規プロジェクトの立ち上げを行う。



次期国⺠健康づくり運動プランの概要（健康⽇本21 厚生労働省資料より）



健康日本21（第二次）の評価と課題

次期国⺠健康づくり運動プランの概要（健康⽇本21 厚生労働省資料より）

A：目標値に達した B：現時点で目標値に達していないが、改善傾向にある
C：変わらない D：悪化している E：評価困難



次期国⺠健康づくり運動プランの概要（健康⽇本21 厚生労働省資料より）

健康日本21（第二次）の評価と課題

（循環器疾患の年齢調整死亡率）



次期国⺠健康づくり運動プランの概要（健康⽇本21 厚生労働省資料より）



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について

【神戸市からの方向性及び提案】

健康日本21（第三次）で示された方向性

・健康日本21（第二次）の評価：⽣活習慣・危険因子の悪化・停滞
（栄養・食⽣活や身体活動・運動、飲酒など）

・新たな視点：誰一人取り残さない健康づくり
多様な主体を巻き込んだ健康づくり（健康経営）
自然に健康になれる環境整備づくり
女性の健康

＊検討項⽬（短期⽬標）の統合、再編 案

① 健康経営の推進

② 健康に関心が薄い者を含め自然に健康になれる環境づくりの推進



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について

【新たな検討項目（短期目標）案】

＜ビジョン＞（長期目標）
誰もが健康になれるまち「健康創造都市KOBE」

＜ミッション＞（中長期目標）
➀ 健康寿命の延伸
② 健康格差の縮小
③ 健康づくりによる経済活性化

＜検討項目＞（短期目標）
ア 妊娠期から高齢期までの⽣活習慣の

改善など⽣涯にわたる健康づくり
イ 人⽣の最終段階における本人の尊厳

及び意志を踏まえた⽣き方
ウ 都市環境や地域資源を活かした健康

づくり及び健康格差の縮小の取組み
エ 個人の健康増進のインセンティブ及び

企業の健康経営、職場環境づくり
オ 市内経済の活性化につながる

健康ポイントの検討

①健康経営の推進

②健康に関心が薄い者を含め
自然に健康になれる環境づくりの推進

統合・再編（案）



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について

＜検討項目＞（短期目標及び活動状況）

ア 妊娠期から高齢期までの⽣活習慣の
改善など⽣涯にわたる健康づくり
→「朝ごはん食べてる？」プログラム

イ 人⽣の最終段階における本人の尊厳
及び意志を踏まえた⽣き方
→神⼾市『「⼈生の最終段階における
意思決定支援」に関する有識者会
議』

ウ 都市環境や地域資源を活かした健康
づくり及び健康格差の縮小の取組み
→企業交流リレーマラソン in KOBE
→「神⼾あるく部」

エ 個人の健康増進のインセンティブ及び
企業の健康経営、職場環境づくり
→こうべ健康経営会議 2018〜22
→「みえない多様性プロジェクト」

オ 市内経済の活性化につながる
健康ポイントの検討
→健康にやさしいまちづくりのための環境
整備にかかる実証事業

① 健康経営の推進 ② 健康に関心が薄い者を含め
自然に健康になれる環境づくりの推進

【検討項目（短期目標）統合・再編 案】

検討項⽬「①・②」にて、これまでの取り組みについても引き続き検討を進める
（「イ」は神⼾市にて継続的に検討を行う）



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について

【①「健康経営の推進」プロジェクト案】

案１ 参画団体「健康経営優良法人」取得支援

・参画団体における健康経営の取り組み状況を把握し、初年度は「健康宣⾔」について、参画団体
５０社達成を⽬標とする。

・加えて、「健康経営優良法人」を取得している団体の⽀援を得ながら、健康経営の推進に取り組む
・次年度以降は、神⼾市内の中小企業に対象範囲を広げ活動を行う。

案２ 受診勧奨や医療機関を受診できる環境整備

・参画団体における健診受診状況を統計データとして集計し、自社の位置を見える化。
・例えば、ハイリスク者に対するアプローチが課題となった場合には、受診勧奨や医療機関を

受診できる環境整備の推進に向け、⽬標を設定し取り組む。

案３ 若年期の女性（被扶養者）の健康を守る環境整備

・神⼾市既存データや国の調査の分析より、若年期の女性（被扶養者）の健診未受診者が多いことがわ
かった。被扶養者の健康を守ることも保険者（特定健診）の義務とされていることから、被扶養者を
含めた健診受診率の状況を統計データとして集計し、自社の位置を見える化。

・被扶養者の健康は企業の⽣産性に大きな影響があることが考えれるため、受診できる環境整備の推進
に向け、⽬標を設定し取り組む



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について
【②「健康に関心が薄い者を含め自然に健康になれる環境づくりの推進」

プロジェクト案】

案１ 健康無関心層を含め誰もが無理なく健康になれる環境づくり

・健康無関心層を含め誰もが無理なく健康になれる環境づくりを⽬標として、企業だからこそできる
取り組みについて意見交換をし、プロジェクトの再編や新設を進める。

・行動変容のステージにてターゲット層の認識を合わせ、単発実施ではなく、一定期間、継続的に
取り組める内容とすることが重要

 維持期 ：行動を変えて6か月以上である

 実行期 ：行動を変えて6か月未満である

 準備期 ：1か月以内に行動を変えようと思っている

 関心期 ：6か月以内に行動を変えようと思っている

 無関心期：6か月以内に行動を変えようと思っていない低

高

この層を主なターゲットとし、実行期・維持期へ移行！



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について

【健康に関心が薄い層（関心・準備期）へのアプローチの前提条件・具体例】

前提条件
• 関心期・準備期の方を主なターゲットとし、実行期・維持期へ移行させる。
• 単発実施ではなく、一定期間、継続的に取り組める事業内容とすることが重要。

具体例
• そこに行ってみたくなるようなウォーキングマップを作成

⇒例えば、飲食店と協力し、マップを持っている人には特別なメニューを提供など
• あだちベジタベライフ〜住んでいるだけで自ずと健康になれるまちづくり〜

⇒区内の飲食店と協力し「野菜を多めのメニューに」「サラダを先に提供」等
• 社員食堂において、揚げ物は値上げし、魚料理は値引きする
• 海外の事例

①使えばおもちゃがもらえる石鹸 ②音が鳴るピアノの階段 ③気づかないうちにパンの減塩



今後の健康創造都市KOBE推進会議の方向性について

【推進会議 スケジュール】

〇第１回総会（令和５年７月１０日）
・検討項⽬（短期⽬標）統合・再編案、それに基づくプロジェクト案の提示

〇第２回総会までの取り組み
・本市から提案した検討項⽬（短期⽬標）案をもとに、

２部会の枠を越えたプロジェクト再編ワークショップ（計３回）を実施
ワークショップで、検討項⽬（短期⽬標）案及びプロジェクト再編案の策定

〇第２回総会（令和６年１月）
・検討項⽬（短期⽬標）決定
・プロジェクト再編

→まず３年間をめどに重点的に取り組み、進捗に応じて検討項⽬はリバイスして
いく。



〇 〇

〇 〇
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〇
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〇

〇 アシックス　山川様
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令和５年度第１回健康創造都市KOBE推進会議　総会　レイアウト

日時：令和５年７月１０日（月）13時30分～14時35分

会場：明治安田生命神戸ビル４階会議室

スクリーン

まちあわせ　尾谷様 harmo　田中様

スリークリエイト　角平様 harmo　佐々木様

神戸医療産業都市推進機構
クラスター推進センター　石田様

リンクアンドコミュニケーション
三木様

プロジェ
クター

住友生命保険相互会社　五島様 三井住友銀行　西井様

ジェイコムウエスト神戸芦屋局
日野様

神戸商工会議所　宮崎様

ジェイコムウエスト神戸芦屋局
垣内様

神戸新聞社　柏木様

Zero Realize　北川様 神戸製鋼所　北村様

テンピュール・シーリー・ジャパン
吉田様

神戸薬科大学　北川様

神戸大学大学院　田守様

ヤノ運動用品　矢野様

大阪ガス　才目様日本イーライリリー　川副様

アシックス　岩田様

↓↓↓以下、事務局↓↓↓
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企業・団体名 役職 出席者名

1 株式会社スリークリエイト 代表取締役 角平 雅幸
かくひら

2 神⼾医療産業都市推進機構クラスター推進センター 石⽥　香織
いしだ

3 住友⽣命保険相互会社　神⼾支社 五島　万由実
ごしま

4 株式会社ジェイコムウエスト 神⼾芦屋局 課⻑/地域プロデューサー 日野　⼀郎
ひの

5 株式会社ジェイコムウエスト 神⼾芦屋局 地域プロデューサー 垣内　明⾥
かきうち

6 Zero Realize 代表 北川　裕樹
きたがわ

7 テンピュール・シーリー・ジャパン有限会社 アシスタントマネージャー 吉⽥　真⼀朗
よしだ

8 ヤノ運動⽤品株式会社 代表取締役 矢野　克幸
やの

9 日本イーライリリー株式会社 コーポレート・アフェアーズ本部　課⻑ 川副　祐樹
かわぞえ

10 harmo株式会社 ⽥中　弦太郎
たなか

11 harmo株式会社 佐々木　靖彦
ささき

12 株式会社リンクアンドコミュニケーション CMO（最高医学責任者） 三木　⻯介
みき

13 株式会社三井住友銀⾏ 公共・⾦融法人部　部⻑代理 ⻄井　健司
にしい

14 神⼾商工会議所　産業部 宮崎　哲
みやざき

15 神⼾新聞社 経営企画部⻑・教育ICT部⻑ 柏木　⼀也
かしわぎ

16 株式会社神⼾製鋼所　神⼾本社 主任部員 北村　晃⼀
きたむら

17 神⼾薬科大学 学⻑ 北川　裕之
きたがわ

18 大阪ガス株式会社 マネジャー 才目　敏充
さいめ

19 合同会社まちあわせ 代表社員 尾谷　伸也
おだに

20 明治安⽥⽣命　神⼾支社 市場統括部⻑ 山本　哲也
やまもと

21 株式会社アシックス マネジャー 岩⽥　茂太
いわた

22 株式会社アシックス 山川　惇⽣
やまかわ

23 江崎グリコ株式会社 古屋敷　隆
ふるやしき

企業・団体名 役職 出席者名

1 公益財団法人兵庫県予防医学協会 常務理事 衣川
きぬかわ

　彰

2 学校法人神⼾学院大学 リーダー ⿊野　秀晃
くろの

3 NTT⻄日本　兵庫支店 部⻑ 神澤　聡
かんざわ

4 NTT⻄日本　兵庫支店 課⻑ 今井⽥　修
いまいだ

5 WHO神⼾センター 技官 ローゼンバーグ・恵美

6 アクサ⽣命保険株式会社 HPM推進部HPM第3課 課⻑ 川神　正裕
かわかみ 

7 ⽣活協同組合コープこうべ　商品検査センター 統括 高畠　展子
たかはた

8 株式会社トータルブレインケア 代表取締役社⻑ 河越　眞介
かわごえ

9 株式会社フィシングマックス 取締役　専務 吉崎　裕久
よしざき

10 株式会社マルヤナギ小倉屋 経営推進本部　統括部⻑　兼)健康経営と食育推進室室⻑ 河⽥　招稔
かわた

11 神⼾市企画調整局医療産業都市部推進課 課⻑ 大⻄　⼀成
おおにし

12 健康保険組合連合会 兵庫連合会 常務理事 森口　裕⼀
もりぐち

13 公益社団法人兵庫県看護協会 専務理事 ⻄口　久代
にしぐち

14 神⼾ポートピアホテル 総支配人室　営業企画　チームリーダー 山口　萌
やまぐち

15 神⼾市医師会 会⻑ 堀本　仁士
ほりもと

16 川崎重工業株式会社 神⼾本社 人事本部 安全保健部 保健衛⽣課 課⻑ 森　昭彦
もり

17 公益社団法人兵庫県栄養士会 副会⻑ 山本　育子
やまもと

18 ⼀般社団法人神⼾市薬剤師会 会⻑ 安⽥　理恵子
やすだ

19 株式会社日本政策⾦融公庫　神⼾支店 中小企業事業　総括課⻑ 山本　知宏
やまもと

20 シミック株式会社 コミュニティナースプロデューサー 村木
むらき

　佑子

会場参加

オンライン参加



1 アクサ生命保険株式会社　 61 株式会社　ダイエー神戸三宮店

2 株式会社アシックス 62 株式会社タニタヘルスリンク

3 味の素株式会社　大阪支社 63 WHO神戸センター

4 株式会社Aikomi 64 学校法人　玉田学園神戸常盤大学

5 株式会社イガクリ 65 ためま株式会社

6 株式会社 伊藤園（関西営業推進部1課） 66 株式会社　千雅

7 株式会社ウエルネスサプライ 67 月の友株式会社

8 江崎グリコ株式会社 68 株式会社ディーエイチシー

9 大阪ガス株式会社 69 テンピュール・シーリー・ジャパン有限会社

10 株式会社オージースポーツ 70 TOA株式会社

11 大塚製薬株式会社　 71 東京医科大学

12 川崎重工業株式会社 72 株式会社ドクターミール

13 関西電力送配電株式会社　兵庫支社 73 株式会社ドコモCS関西　神戸支店

14 全国健康保険協会（協会けんぽ）　兵庫支部 74 株式会社トータルブレインケア

15
国立大学法人　京都大学大学院
医学研究科社会疫学分野

75
凸版印刷株式会社　西日本事業本部　関西情報コ
ミュニケーション事業部

16 CareMates KK 76 株式会社ドリナビ

17 健康保険組合連合会　兵庫連合会 77 西日本電信電話株式会社　兵庫支店

18 神戸医療産業都市推進機構 78 日本イーライリリー株式会社

19 株式会社神戸ウェルネスサポート 79 日本ストライカー株式会社

20 学校法人神戸学院 神戸学院大学 80 株式会社日本政策金融公庫　神戸支店

21 一般社団法人　神戸経済同友会 81 日本メドトロニック株式会社

22 株式会社ベネスト 82 一般社団法人　日本老年学的評価研究機構

23 株式会社　神戸デジタル・ラボ 83 ネスレ日本株式会社

24 和田興産株式会社 84 株式会社パソナ

25 一般社団法人　神戸市医師会 85 harmo株式会社

26 神戸市看護大学 86 阪急阪神ホールディングス株式会社

27 公益財団法人　神戸市産業振興財団 87 バンドー化学株式会社

28 公益社団法人　神戸市歯科医師会 88 公益財団法人ひと・健康・未来研究財団

29 神戸市職員共済組合 89 公益社団法人　兵庫県栄養士会

30 公益財団法人　こうべ市民福祉振興協会 90 公益社団法人　兵庫県看護協会

31 一般社団法人　神戸市薬剤師会 91 公益財団法人　兵庫県予防医学協会

32 Creative Service Kingdom株式会社 92 株式会社フィッシングマックス

33 神戸商工会議所 93 株式会社フェリシモ

34 神戸女子大学 94 フジッコ株式会社

35 株式会社神戸新聞社 95 フロム・シェフ株式会社

36 株式会社神戸製鋼所　神戸本社 96 株式会社ヘルスプロモーション

37 国立大学法人　神戸大学大学院医学研究科 97 合同会社まちあわせ

38 株式会社神戸ポートピアホテル 98 株式会社マルヤナギ小倉屋

39 学校法人　神戸薬科大学 99 三井住友海上火災保険株式会社

40 認定NPO法人コミュニティ・サポートセンター神戸 100 株式会社三井住友銀行

41 三育センター 101 三菱商事株式会社

42 株式会社J-オイルミルズ　大阪支社 102 明治安田生命保険相互会社　神戸支社

43 株式会社ジェイコムウエスト　神戸芦屋局 103 株式会社Moff

44 株式会社JTB　神戸支店 104 森永乳業株式会社 西日本支社 大阪支店神戸支店

45 シスメックス株式会社 105 ヤノ運動用品株式会社

46 シミックホールディングス株式会社 106 雪印メグミルク株式会社

47 株式会社ジャパンフロントファーム 107 reoblige株式会社

48 松竹株式会社 108 国立研究開発法人　理化学研究所

49 松竹芸能株式会社 109 株式会社ラスイート　

50 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 110 株式会社リンクアンドコミュニケーション

51 シルタス株式会社 111 株式会社リンケージ

52 ジンマー・バイオメット 112 株式会社ルネサンス

53 株式会社スズケン　神戸支店 113 株式会社ロック・フィールド

54 スポーツデータバンク株式会社 114 株式会社ワールド

55 スミス・アンド・ネフュー株式会社 115 株式会社　ワールドアンバー

56 住友生命保険相互会社　神戸支社 116 CoBe-Tech株式会社

57 株式会社スリークリエイト 117 MightyNeo株式会社

58 生活協同組合コープこうべ　商品検査センター 118 株式会社神明

59 株式会社セラピット 119 サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社

60 Zero Realize

健康創造都市KOBE推進会議　参画企業・団体（令和5年7月10日現在）


